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第１２章 Ｃ Ｖ Ｐ 分 析

ＣＶＰ分析を行うことで、たとえば目標利益を達成するために必要な販売量を計算することが

できるようになります。ＣＶＰ分析は、算数が苦手でなければ、さほど苦労せずに克服できる分

野です。

１． ＣＶＰ図表

ＣＶＰ分析の基本は、ＣＶＰ図表の作成です。作成方法には、横軸に「生産・販売量」をおく

方法と「売上高」をおく方法とがあります。

横 軸 に 生 産 ・ 販 売 量 を お く 場 合

原価、売上（円）

販売価格 5,000円/個

@変動費 3,000円/個

固定費 400,000円

生産・販売量（個）

Point 変動費は、生産・販売量の増減に対して比例的に増減する費用です。

変動費 ＝ 直接材料費 ＋ 直接労務費 ＋ 変動製造間接費 ＋ 変動販売費

固定費は、生産・販売量の増減しても発生額に変化のない費用です。

固定費 ＝ 固定製造間接費 ＋ 固定販売費 ＋ 一般管理費

損益分岐点販売量 ＝ ＝ ＝

（ＢＥＱ）
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横 軸 に 売 上 高 を お く 場 合

原価、売上（円）

売上（Ｓ）

営業利益

総原価（ＴＣ）

売上高（円）

ＢＥＳ ＝ ＝ ＝

２． 安全余裕率と損益分岐点比率

原価、売上
売上

営業利益

総原価

v

１
売上

BES Ｓ＊

？％ ？％

損益分岐点比率

100％

貢献利益 ＝ 売上高 － 変動費

貢献利益率 ＝ １ － 変動費率

ＢＥＳでは、固定費 ＝ 貢献利益
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３． 計 算 公 式

日商２級の問題であれば、求めるものをＸとおいて解いても、さほど時間はかかりません。

しかし、日商１級や会計士の本試験問題では、計算公式を用いて解いた方が圧倒的にスピード

アップが図れる問題も少なくありません。そこで、今のうちから、計算公式を利用した解法をマ

スターしましょう。

３－１ 損益分岐点売上高（ＢＥＳ）

売上高：Ｓ 変動費率：v 固定費：Ｆ 貢献利益率：m
損益計算書

変動費 売上高 計算公式

v・Ｓ
Ｓ

固定費
∴ Ｓ ＝ ＝

Ｆ

販売価格 5,000円/個 変動費率： 0.6 貢献利益率： 0.4

@変動費 3,000円/個 Ｆ 400,000円
損益分岐点売上高 ＝ ＝ ＝ 1,000,000円

固定費 400,000円 ｍ 0.4

３－２ 目標利益（Ｔ）達成点売上高

原価、売上
売上 損益計算書

変動費 売上高目標利益 Ｔ

v・Ｓ
総原価

固定費 Ｓ

Ｆ

v 目標利益

Ｔ

１
売上

BES Ｓ＊

計算公式

∴ Ｓ ＝ ＝

目標営業利益 300,000円を達成する売上高を求めなさい。

Ｆ ＋ Ｔ 400,000円 ＋ 300,000円
Ｓ＊ ＝ ＝ ＝ 1,750,000円

ｍ 0.4
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３－３ 目標売上高利益率（ｒ）達成点売上高

売上高：Ｓ 変動費率：v 固定費：Ｆ 貢献利益率：m 目標売上高利益率：ｒ

原価、売上
売上 損益計算書

変動費 売上高目標利益 r・Ｓ

v・Ｓ
総原価

固定費 Ｓ

Ｆ

v 目標利益

r・Ｓ

１
売上

BES Ｓ＊

計算公式

∴ Ｓ ＝ ＝

目標売上高営業利益率 15％を達成する売上高を求めなさい。

Ｆ 400,000円
Ｓ＊ ＝ ＝ ＝ 1,600,000円

ｍ － ｒ 0.4 － 0.15
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４． 原 価 の 固 変 分 解

ＣＶＰ分析を行うためには、自社で発生するすべての原価を変動費、又は固定費に分類してお

く必要があります。原価の固変分解には様々な方法がありますが、ここでは、費目別精査法と高

低点法を学習します。

４－１ 費目別精査法（勘定科目法）

費目別精査法は、勘定科目名から担当者が変動費か固定費かを判断する方法です。費目によっ

ては、担当者の経験に基づいて、何％は変動費、残りは固定費というような分類を行う場合もあ

ります。

４－２ 高低点法

高低点法は、過去の統計資料を利用して、正常操業度内の最小の操業度と最大の操業度におけ

る原価発生額を直線で結んで、変動費率と固定費額を計算する方法です。

ある費目の操業度と原価発生額に関する統計的資料が次の通りであったとします。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

操業度 (個) 250 200 450 550 300 400

原価 (千円) 220 195 272 300 221 259

Ｙ Ｙ＝v・Ｘ＋Ｆ v、Ｆの算定

v
300,000円

195,000円
Ｆ

Ｘ
200個 550個

5月 7月
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設例１ ＣＶＰ分析

ＦＩＮ工業の予算損益計算書に基づいて、以下の各問に答えなさい。

損 益 計 算 書（Ｐ/Ｌ）

Ⅰ 売 上 高 20,000,000

Ⅱ 変動売上原価 8,000,000

変動製造マージン 12,000,000

Ⅲ 変 動 販 売 費 1,000,000

貢献利益 11,000,000

Ⅳ 固 定 費

1 製 造 間 接 費 4,300,000

2 販 売 費 1,800,000

3 一 般 管 理 費 2,700,000 8,800,000

営業利益 2,200,000

Ｓ
Ｓ

ＴＣ

Ｓ（千円）

問１ 損益分岐点売上高を計算しなさい。

問２ 当年度の予算損益計算書のもとでの安全余裕率を計算しなさい。

問３ 目標営業利益 3,300,000円を達成する売上高を計算しなさい。

問４ 目標売上高営業利益率 11％を達成する売上高を計算しなさい。


